
子春合手紙教室

絵手紙教室の講師をして下さつたのは、

森谷先生です。以前、担当して下さつたの

は、もう6年前のことでした。右の写真は、
題材の大根を持つて、大きめの用紙に先生
自らデモンストレーションして下さつた様

子です。すずりですつた墨で、まず輪郭を

描きます。この時、線の太さや細さが同じ

にならないようにするのがコツです。それ

によって線に表情が出るからです。そして

題材が用紙からはみ出すぐらいに描きま

す。大根なら大根らしさをとらえて、そこ

参加者全員の作品が出来上がっ

たところで、森谷先生から請評を

頂きました。それぞれが取り組ん

だ部分を、優しい言葉でほめて下

さいました。またもう一度描いて

みた<なるのは、きつと先生の優
しさに触れるからだと目います。

去る 1月 31日 (日 )の午後 2時～徳成寺
において、早春絵手紙教室が開かれました。

この日は、お天気に恵まれ気持ちのいい日で

した。参加者のほとんどが、絵手紙初心者な

がら全員が各長の作品を仕上げました。講師

の森谷先生から「人柄があらわれるから、下

手でいいんです」と励まされて、皆さんのチ

ャレンジ精神に火がつきました。出来上がっ

た作品を、先生がご用意して下さつた額縁に

入れて持ち帰りました。終わつてみると、も

つともつと描いてみた<なる不目議な魅力が
絵手紙にはありました。

この度の題材は、カボチャ・ ピーマン。ブ

ロッコリー・マーガレット・ストック・パプ

リカ・大根などでした。下絵ができたら、彩

色を施します。上手に見えるコツは、乾<と
薄くなるので濃いめに塗ります。次にこすら

ないようにします。
して余白や塗り

残しを生かすことで
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配色を用いる技も教

えて頂きました。

に焦点


